
論点③ 住まいの形態に合わせたサービス提供に係る報酬の在り方について

論 点 ③

（利用者の居住場所やサービス形態を踏まえた報酬のあり方）

◼訪問介護については、集合住宅等への訪問のように１回当たりの移動等のコストが少なく効率的な運営が可能である

場合がある一方で、地域資源の状況により、やむを得ず移動距離等を要し、事業運営が非効率にならざるを得ない等

の場合があるといった課題を抱えている。

◼戸建てへの訪問と集合住宅への訪問のサービス提供実態の違いを踏まえつつ、報酬体系の在り方についてどのように

考えるか。
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対 応 案

（利用者の居住場所やサービス形態を踏まえた報酬のあり方）

◼移動等のコストを踏まえた適切な評価を行うとともに、事業所の規模、１回当たりの移動コストの低さ、サービス提

供回数の多さに着目し、現行の減算による評価に代えて、移動コストやサービス提供の実態をより適切に反映した報

酬区分の見直しを検討してはどうか。


